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 事業状況 
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福岡地区 
約54万戸 
約4億m3 

北九州地区 
約30万戸 
約3億m3 

熊本地区 
約11万戸 
約1億m3 

 
 
 
 
 
 

          長崎地区 
           約11万戸 

            約0.5億m3 
 

佐世保地区 
約4万戸 
約0.2億m3 

 
 
 
 
 

島原地区 
約0.5万戸 
約0.03億m3 

 
 
 
 

LNG基地 

サテライト基地 

高圧導管 

○大小６つの分散した供給 
 区域で構成 
○福岡・北九州地区は高圧 
 導管により連結 
○セキュリティー強化のた 
 めに高圧幹線二条化中 
○熊本・長崎・佐世保地区 
 は独立したネットワーク 
○福岡地区と島原地区の需 
 要規模は100倍の格差 
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高圧導管（建設中） 

供給区域と需要規模 
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 導管部門の中立性に関して 
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導管部門の中立性は重要と認識 

天然ガス利用拡大のためには、供給基盤整備とともに需要の創出 

  が重要 

需要の創出のためには、他エネルギーとの競争力確保のためさら 

   なるガス料金の低廉化が必要 

特に小規模なネットワークにおける効率性の向上が課題 

今回のガスシステム改革は、天然ガス市場の拡大が期待でき、前向

きに捉えている。 

小売料金規制の移行措置に関しては、現行の規制内容と同様とする

ことの是非、措置の期限や解除条件の明確化について検討いただき

たい。 

最終保障サービスという小売事業を新導管事業として行うことに伴う

コストの発生を抑制できる仕組みを検討いただきたい。 

 ガスシステム改革に関して 
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